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33  ハインリヒ・フォン・クライス，ト Fヘルマンの戦いj  
Ⅱ  
『ヘルマンの戦い』の原稿が1808年の12月に完成していたことは明らかであ  
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35  ハインリヒ・フォン・クライスト Fヘルマンの戦いj   
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と欲するか，王が尋ねたなら？」（中村啓訳）（9）   
目先の利害にとらわれた領主が侵略者の前に手をこまねいている有り様は，  
今も昔も同じとクライストはいいたかったのであろう。人々が自由の戦いに立  
ち上がらないのなら，クライスト＝ヘルマンは策略に訴えるしかない。   
当惑する首長達を後に残して，ヘルマンは共に狩猟に興じたローマの属州総  
督ヴュンティデイウスとの会食に向かう。書信の役割はメッセージの伝達にあ  
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文化論集節9号  42   
言しており，しかもその矛先がいずれヘルマンにも及ぶとすれば，その効果は  
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首を胴から切り落とし，ゲルマニアの聖地に接吻させると脅しをかけているの  
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黒旗がなびく他，なにもなくなるまでは」   
幻視の政治家は戦いの不毛な到達点をも見逃してはいないが，この最終場に  
反映された現実の影をさらにはっきり識別するためには，クライストの書き残  
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49  ハインリヒ・フォン・クテイスト rヘルマンの戦いj  
／ゴ＝■・＝＝三．  
旦［毒  




2）16才から60才までの仝ドイツ人は武芳を取って，フランス人を国土から放   
逐すべきこと。  
3）手にした武器を祖国に向けて浦わる者は，戦時裁判にかけ，死罪を申し渡   
すべきこと。  
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この民衆制を絶対制と並べて過去の愚行のひとつに数えているが¢1），カントの  
























の「帝国諸侯により」vondenFtirstendesReichsは，『ヘルマンの戦い』最終   
50   
ハインリヒ・フォン・タライスト rヘルマンの戦いJ  51  
場でなされた，ゲルマニアの支配者を「首長達の総会において」Indergesam－  
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補遺：受容史   
公判後もしばらくは歴史劇でしかなかった『ヘルマンの戦い』が本格的に生  
き返ったのは，1870年から71年までの普仏戦争後，ドイツ帝国が実際に成立し  
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とされた時代だから当然ともいえよう鍋。   
一方，左翼陣営におけるクライストの受容史も，1860年代までさかのぼるこ  
とができる。1862年に，それまで印刷されなかったクライストの政治的文書，  
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ス・マイアーHansMayer¢0，ジークフリー トシュトレラーSiegfriedStreller如），  
などは，ルカーチらの判断とは一線を画し，より広い視野に立ってタライスト  




Muschg陸カヤフリートリッヒ・グンドルフFriedrichGundolf陸溺は，『ヘルマンの   
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